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わが
を
語
る

市
　

清
瀬
市
は
、
都
心
か
ら
25
㎞
圏
内
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
で
、
都
心
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
る
一
方
、
武
蔵
野

の
原
風
景
を
そ
の
ま
ま
残
す
雑
木
林
、

市
内
を
流
れ
る
柳
瀬
川
・
空
堀
川
、
そ

し
て
市
域
の
約
２
割
を
占
め
る
農
地
が

織
り
な
す
豊
か
な
自
然
環
境
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
、
澄

川
喜
一
氏
を
は
じ
め
国
内
外
の
著
名
な

彫
刻
家
に
よ
る
作
品
を
集

め
た『
キ
ヨ
セ
ケ
ヤ
キ

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
が

施
さ
れ
る
な
ど
文
化
の
薫

り
も
高
く
、
豊
か
な
生
活

を
営
ん
で
い
く
上
で
の
環

境
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
地
理
的
状

況
や
環
境
が
結
核
療
養
に

適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
６
年
、
東
京
府
立
清

瀬
病
院（
現
在
の
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
東
京
病
院
）の
開
設
を
足
掛

か
り
に
、
戦
後
に
か
け
て
相
次
い
で
結

核
療
養
所（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
が
開
設

さ
れ
、
清
瀬
の
名
は「
結
核
の
ま
ち
」

と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
か
つ
て
の「
結
核
の
ま
ち
」
清
瀬

は
、「
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
」へ
と
変
遷

を
遂
げ
、
市
の
南
部
地
域
は
大
規
模
病

院
や
結
核
研
究
所
な
ど
の
医
療
施
設
、

医
療
・
福
祉
系
大
学
な
ど
、「
医
療
・
福

祉
」に
関
わ
る
多
様
な
施
設
の
一
大
集

積
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
子
育
て
が
楽
し
い
と
思
え
る
ま
ち
」

―
南
部
地
域
児
童
館
な
ど
の
複
合
施
設

　

子
育
て
の
分
野
で
は
、「
子
育
て
が

楽
し
い
と
思
え
る
ま
ち
」を
目
指
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
現
在
、
南
部
地
域
児
童
館
な

ど
の
複
合
施
設
お
よ
び
中
央
公
園
の
整

備
に
取
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。
建
築
家
の

隈
研
吾
氏
の
設
計
に

よ
る
も
の
で
、
市
の

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
複
合
施
設
と
中
央
公
園
と
の

一
体
的
な
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
公
園
だ
け
で
な
く
隣
接
し
て
い
る

国
立
看
護
大
学
校
と
も
、
今
ま
で
隔
て

て
い
た
フ
ェ
ン
ス
を
取
り
外
し
、
公
園

と
大
学
を
自
由
に
往
来
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
ま
す
。
公
園
内
に
は
鉄
道
車
両

も
配
置
し
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
施
策
を
展
開

　

ま
た
、
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
未
就
学

児
が
い
る
家
庭
に
子
ど
も

１
人
に
つ
き
１
万
円
分
の

電
子
商
品
券「
き
よ
せ
・
チ

ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
チ

ケ
ッ
ト
」を「
き
よ
せ
ニ
ン

ニ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」

（
電
子
地
域
通
貨
）を
活
用

し
て
発
行
す
る
な
ど
、
時

代
に
即
し
た
子
育
て
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
を
活
用
し
て
子

ど
も
の
新
た
な
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と

を
令
和
６
年
度
に
検
討
予
定
で
あ
り
、

検
討
委
員
会
の
市
民
委
員
の
応
募
要
件

を
12
歳
以
上
と
い
う
通
常
よ
り
も
年
齢

要
件
の
幅
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
た
、
制

度
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

　

本
市
は
、
令
和
６
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
年
次
で
あ
る

２
０
３
０
年
の
本
市
が
目
標
と
す
る
姿

の
一
つ
と
し
て「
子
育
て
が
し
や
す
く

教
育
の
質
が
高
い
ま
ち
」を
掲
げ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
観
点
か
ら
も
子

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と

自
然
環
境
の
良
さ
の
融
合

清き

よ

せ瀬
市（
東
京
都
）�

 

清
瀬
市
長
　
澁し
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や谷
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い

し司
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育
て
が
楽
し
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」へ

　

本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
市
内
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
こ
の
こ
と
が「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

―�

自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
14
回
目
を
迎
え
る

「
清
瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
約
２
万 

４
０
０
０
㎡
の
敷
地
に
約

10
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き

誇
り
、
３
万
人
を
超
え
る
来

場
者
が
訪
れ
、
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
を
流
れ
る
柳

瀬
川
で
は
、「
き
よ
せ
の
環

境
・
川
ま
つ
り
」を
毎
年
開
催

し
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

啓
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
る
こ
と
も

本
市
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

―�

市
役
所
駐
車
場
で
行
う

フ
ェ
ス
タ

　

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
市
役

所
本
庁
舎
の
駐
車
場
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
が
出
店
す
る「
清
瀬
市
役
所
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
す

る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
演
奏
ス

テ
ー
ジ
や
、
射
的
な
ど
の
縁
日
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
店
の
出
店
も
あ
り
、
令

和
６
年
５
月
に
開
催
し
た
際
に
は
、
約

３
０
０
０
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に「
市
役

所
」を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
市
役
所
」で「
お
酒
を
飲
む
」と
い

う
非
日
常
感
も
大
人
の
皆
さ
ま
に
ご
好

評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
子
さ
ま

の
来
場
も
非
常
に
多
く
、
縁
日
や
演
奏

を
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

―
清
瀬
駅
１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト

　

西
武
池
袋
線
清
瀬
駅
が
６
月
11
日
に

開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

西
武
鉄
道
株
式
会
社
と
連
携
し
、
６

月
９
日
に
記
念
式
典
、
６
月
11
日
当
日

に
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
清
瀬
市
出
身
の

歌
手
・
中
森
明
菜
氏
の
楽
曲
を
使
用
し

た
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
発
表
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
の
お
披
露
目
、
記
念
ト

レ
イ
ン
出
発
式
な
ど
を
実
施
し
、
本
市

の
顔
で
あ
る
清
瀬
駅
の
開
業
１
０
０
周

年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
が
本
市
に
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
清
瀬
市
」

　

今
後
人
口
減
少
社
会
の
局
面
に
対
応

す
る
中
で
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」で
あ
る

た
め
に
も
行
財
政
改
革
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
行
財
政
改
革
と
一
口
に

い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
一
番
の
改
革
は
職
員
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
、
変
え
て
い

く
と
い
う
意
識
を
職
員
一
人
一
人
持
つ

こ
と
が
最
も
良
い
行
財
政
改
革
だ
と
考

え
ま
す
し
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
手
法
も
職

員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
意
識

が
な
く
て
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
改
革
を
行
い
、
本
市
が
現
在
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

「
清
瀬
に
住
ん
で
い
て
幸
せ
だ
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
市
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
清

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

市役所駐車場にて開催した
フェスタの様子

◆ 

面
積　
　

10
・
23
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
４
７
６
３
人

◆ 

世
帯
数　
３
万
７
１
４
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
手
を
つ
な
ぎ
、
心
を
つ
む

ぐ
、
み
ど
り
の
清
瀬

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

良
い
一
方
で
緑
の
原
風
景
を
残
し
た
自
然
豊

か
な
環
境

〔
特
産
品
〕
ニ
ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

〔
観
光
〕
清
瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

清
瀬
市
郷
土
博
物
館
、
清
瀬
金
山
緑
地
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
き
よ
せ
市
民
ま
つ
り
、
清
瀬

市
役
所
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
、
清

瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
き
よ
せ
さ

く
ら
ま
つ
り
、
き
よ
せ
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り

清瀬市長
澁谷桂司

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新宿区清瀬市
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わが
を
語
る

市
日
本
一
安
い
水
道
料
金

　

赤
穂
市
は
、
兵
庫
県
の
西
南
端
、
岡

山
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
北
は
緑
豊

か
な
山
々
が
連
な
り
、
南
は
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
の
美
し
い
自
然
豊
か
な
海
岸

線
が
広
が
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
域
が
赤

穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
の
中
に
で
き
た
温
暖

な
ま
ち
で
あ
り
、
市
内
至
る
所
に
コ
ー

ル
ド
ロ
ン
の
痕
跡

が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
北
部
を
中

心
に
古
墳
群
や
中

世
山
城
が
散
在
し

て
お
り
、
西
国
街

道（
近
世
山
陽
道
）

が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
要
衝
の
地

で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

市
の
ほ
ぼ
中
央

を
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た「
千ち
く
さ
が
わ

種
川
」

が
流
れ
て
お
り
、
本
市
の
水
道
料
金
が

日
本
一
安
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
良
質
な
水
質
の
お
か
げ
で
も
あ

り
、
上
流
部
か
ら
運
ば
れ
た
豊
富
な
栄

養
分
は
、
瀬
戸
内
海
へ
と
注
が
れ
、
一

年
カ
キ
で
あ
る「
坂さ
こ
し越

か
き
」（
令
和
５

年
９
月
、
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
登

録
）を
産
み
出
し
て
い
ま
す
。

忠
臣
蔵
の
ふ
る
さ
と 

播ば
ん
し
ゅ
う州

赤
穂

　

元
禄
14（
１
７
０
１
）
年
、
江
戸
城

松
之
廊
下
で
刃
傷
事
件
が
起
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
起
因
す
る
赤
穂
事
件
は
、

今
日
ま
で「
忠
臣
蔵
」
と
し
て
語
り
継

が
れ
、
市
内
に
も
赤
穂
城
跡
を
は
じ
め

義
士
ゆ
か
り
の
史
跡
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
赤
穂
市
民
の
多
く
で
組
織
す
る

赤
穂
義
士
会
は
、
顕
彰
看
板
の
設
置
、

講
演
会
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
12
月
14
日
に
は
市
内
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
赤
穂
義
士
祭
が
開
催
さ
れ
、
今

年
で
１
２
１
回
を
数
え
ま
す
。
郷
土
教

育
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
で
の
赤
穂

事
件
に
関
す
る
学
習
の
ほ
か
、「
こ
ど

も
義
士
物
語
」の
公
演
や
赤
穂
城
こ
ど

も
ガ
イ
ド
な
ど
、
地
域
の
誇
り
を
育

み
、
伝
統
を
継
承
す
る
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

赤
穂
城
跡
は
、
昭
和
46
年
に
国
史
跡

に
、
平
成
14
年
に
は
本
丸
庭
園
と
二
之

丸
庭
園
が
国
名
勝
に
、
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
赤
穂
城
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
日
本
最

強
の
城
ス
ペ
シ
ャ
ル
」で
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
が
、
近
世
城
郭
史
上
非
常
に
珍

し
い
変
形
輪
郭
式
の
海
岸
平
城
で
、
現

在
も
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
史
跡
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産「
塩
の
ま
ち
」

　

令
和
元
年
５
月
、『「
日
本
第
一
」
の

塩
を
産
し
た
ま
ち
播
州
赤
穂
』が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、

古
く
は
弥
生
時
代
か
ら
塩
の
産
地
で
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
千
種
川
河
口
の
塩

田
整
備
に
よ
り
、
全
国
屈
指
の
塩
の
名

産
地
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
日
本
遺
産

の
歴
史
文
化
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
史

跡
な
ど
が
、
市
内
に
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　

塩
田
で
の
作
業
は
重
労
働
を
極
め
ま

し
た
が
、
明
治
に
入
り
、
女
性
の
副
業

と
し
て
赤
穂
緞だ
ん
つ
う通（
堺
、
鍋
島
と
並
ぶ

三
大
緞
通
の
一
つ
）が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
明
治
天
皇
・
皇
后
の

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
ま
ち

赤あ

こ

う穂
市（
兵
庫
県
）�
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御
料
車
の
敷
物
に
も
採
用
さ
れ
る
ほ
ど

品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
た
絨じ
ゅ
う
た
ん毯で
あ
り
、

市
内
外
に
多
く
の
工
房
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
塩
の
生
産
量
は
、
現

在
も
国
内
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

空
家
特
区
に
よ
る 

地
域
の
活
性
化

　

空
家
は
全
国
的
に
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
本
市
も
決
し
て
例
外
で
は

な
く
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
坂
越
地
区
は
、
平
成
30
年
５
月
に

日
本
遺
産
の「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち

の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
～
」に
追
加
認
定
さ
れ

た
北
前
船
の
寄
港
地
で
、
歴
史
的
な
町

並
み
が
、
平
成
４
年
４
月
、
市
の
市
街

地
景
観
形
成
地

区
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
近

年
、
人
口
減
少

な
ど
に
伴
い
空

家
が
増
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
３

月
、
坂
越
地
区

（
市
街
化
調
整

区
域
）
の
一
部

が
、
兵
庫
県
の

「
空
家
活
用
特

区
条
例
」の
空
家
活
用
特
区
第
１
号
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
特
区
内
で
は
、

空
家
を
活
用
す
る
場
合
、
市
街
化
調
整

区
域
の
用
途
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
ほ

か
、
改
修
工
事
補
助
金
が
拡
充
さ
れ
、

空
家
の
活
用
促
進
と
発
生
抑
制
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
定
に
よ
り
、
空
家
で
あ
っ
た

「
物
販
店
」を「
飲
食
店
・
事
務
所
・
宿
泊

施
設
」へ
と
用
途
変
更
し
て
活
用
す
る

な
ど
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
特
区
内
の
空
家
活
用
を
促
し
、
坂

越
地
区
の
町
並
み
の
保
全
や
人
々
が
集

う
場
の
創
出
に
よ
り
、
交
流
人
口
を
拡

大
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

一
流
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が

市
の
新
た
な
文
化
に

　

本
市
は
、
毎
年
、
姫
路
市
と
共
催
で
、

フ
ラ
ン
ス
語
の「
架
け
橋
」
を
意
味
す

る
ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
音
楽
祭
は
、
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
第
１
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
樫
本
大
進
氏
の

「
世
界
の
実
力
派
演
奏
家
を
ふ
る
さ
と

赤
穂
に
招
き
、
音
楽
を
架
け
橋
に
、
人

と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
平
和
で
幸

せ
な
世
界
を
作
り
た
い
」と
い
う
思
い

を
受
け
、
平
成
19
年
か
ら
同
氏
を
音
楽

監
督
に
迎
え
、
親
交
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
で
活
躍
中
の
演
奏
家
を
招
き
、

チ
ケ
ッ
ト
料
金
１
０
０
０
円
で
開
催
し

て
き
た
も
の
で
す
。
今
で
は
、
多
く
の

方
々
や
企
業
な
ど
か
ら
も
ご
協
賛
を
頂

き
、
赤
穂
の
芸
術
文
化
を
代
表
す
る
秋

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
10
月
６
～
13
日
、
赤
穂
市

と
姫
路
市
と
で
６
公
演
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
世
界
一
流
の
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い（
10
月
６
日
、
７
日
は
赤

穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
）。

坂越の町並み

ル・ポン国際音楽祭

◆ 

面
積　
　

１
２
６
・
85
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
４
５
４
６
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
６
５
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ　

笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る　

活
力
の
あ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
約
８
２
６
０
万
年
前
の
白

亜
紀
に
形
成
さ
れ
た
カ
ル
デ
ラ
跡
で
あ
る

「
赤
穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
」
の
中
に
で
き
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
塩
、塩
味
饅
頭
、ミ
カ
ン
、清
酒
、

カ
キ
、
雲
火
焼
、
赤
穂
緞
通

〔
観
光
〕
赤
穂
城
跡
、赤
穂
温
泉
、赤
穂
御
崎
、

坂
越
の
町
並
み
、兵
庫
県
立
赤
穂
海
浜
公
園
、

赤
穂
大
石
神
社
、
花
岳
寺

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
赤
穂
義
士
祭
、
ル
・
ポ
ン
国

際
音
楽
祭

赤穂市長
牟礼正稔

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

神戸市
赤穂市


